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『にほんご』（福音館刊）という本があります。

人間にとって言葉がどんな意味と働きをもってい

るかを、子どもたちにもわかるように語ってくれ

ている名著です。そこにこんな一節があります。

「ひとは　ことばを　つかって、じぶんの　き

もちを　ほかの　ひとに　つたえる。ひとは　こ

とばの　おかげで、ほかの　ひとのきもちを　じ

ぶんの　きもちのように　かんじる。ことばには

いつも　きもちが　かくれている。けれど　きも

ちが　あんまり　はげしくなると　ひとは　それ

を　ことばに　できなくなることもある。わらっ

たり　ないたり、ひとりぼっちで　だまりこんだ

り、ぼうりょくを　ふるったり…そんなとき、こ

とばは　こころのおくふかく　かくれている。」

受話器を取ったときに、ただすすり泣く声だけ

が聞こえてくることがあります。かと思うと、電

話に出たとたんに、怒鳴りっぱなしというひとも

います。みな、相談員が自分を試されるときです。

なにが問題なのか。どんな解決がいま求められ

ているのか。おそらくそのような問題解決型の思

考をしているひとには、泣いたりわめいたりの声

は、できるだけ早く取り払われるべき霧のような

ものかも知れません。しかし、いのちの電話で

は、人の気持ちを自分の気持ちのように感じ、

それをしっかりと受けとめることが求められ、こ

れをとても大切な使命としてきました。メールや

チャットでは到底できないことを、目ざしてきた

のです。それが対話による電話相談ということで

した。

いまから20年前の1994年に制定された国際いの

ちの電話連盟（イフォテース）の倫理憲章の前文

には、それがこう書かれています。

「コミュニケーション技術は絶え間なく進んで

いるとはいうものの、人間関係はけっしてよくは

なっていない。むしろそれは、表面的で、不十分

なものであるため、人は心から自分の思いを語る

ことができるような対話者をほとんど見いだすこ

とができない。ほんとうに語るためには、親身に

なって聴いてくれる聴き手をわたしたちは必要と

する。そして、そのような聴き手を見いだすこと

は、けっして容易ではない。」

いまはおしゃべりの時代になりました。携帯を

片手に歩きながら話しているひとはどこにでも見

られますし、メールや携帯で、つねに誰かとつな

がっていないと落ちつかないという、依存症と思

われるひとも多くなりました。子どもたちまでも

がその傾向にあります。40年前に動物行動学者の

ローレンツが『文明化した人間の八つの大罪』で

指摘した、言語の貧困化と、論理的に自分を表現

する能力の低下は、だれが見ても明らかです。

では、わたしたちのいのちの電話には、なにが

求められるのか。それは一にも二にも真の意味で

の対話を成り立たせることです。言葉をもつこと

によって、人間は他の動物たちとはちがう存在に

なりました。わたしたちが言葉を交わし、理解し

あうことに努めなければ、ひととしての連帯も愛

も育ち得ないのです。

ハリール・ジブラーンというレバノンの詩人

が、おもしろいことをいっています。『預言者』

という本のなかの「しゃべることについて」です。

なお、ここで〈彼〉とは、予言者のことです。

「しゃべることについてお話を、とある学者が

言った。／彼は答えて言った。／心が平和でなく

なったとき／あなたがたはしゃべる。／心の孤独

に耐えられなくなったとき／あなたがたは唇に生

き／音は気散じと慰みになる。…ひとりで居るの

を恐れて／話好きの人を探し求める者がある。／

ひとりで黙っていると、裸の自己が見えるから／

それを逃げたいと思うのだ。…」

幸い、いのちの電話には、単におしゃべりをし

たいだけのひとはあまり電話をしてきません。裸

の自分が見え、途方に暮れているひとが圧倒的に

「これからの30年を考える」

将来もまちがいなく求められること

眞壁　伍郎（新潟いのちの電話元理事長）
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多いのです。泣いて泣いて、声を詰まらせながら

語っていたひとが、20分、30分の電話のあとに

「お話しできてよかったです」と、電話を終えら

れるのを経験している相談員の方は多いだろうと

思います。

いのちの電話にかかわるのは、素人の相談員で

す。カウンセリングの名手のような訳にいかない

のは、あたり前です。でも、日々の夫婦、親子、

また友人たちのとの間でかわされる言葉には、そ

の折々の気持ちや思いがこめられていることに、

いくらか注意深くなるよう、わたしたちは訓練さ

れてきています。相談員をやめても、これは大き

な宝となってくれるにちがいありません。そし

て、あの倫理憲章がいうように、「親身になって

聴いてくれる聴き手」を、わたしたち自身もいつ

かきっと、老いや病や、その他諸々の状況のなか

で必要とするときがあるのです。「みんなで生き

るために」助けあおうという、市民運動としての

いのちの電話は、これからもけっしてその存在意

義を失うことはないだろうと思います。

これからの30年を考える

社会福祉法人　茨城いのちの電話

理事長　　幡　谷　浩　史

茨城いのちの電話は、来年で開局30周年を迎えます。私達を取り巻く社会環境の変化は、30年前に

は想像できなかったものでしたし、その変化の中で、自殺者は減らずむしろ大きな社会問題の一つに

なっています。

「いのちの電話」は自殺予防をめざしてきましたし、これからも変わることはありません。「いのち

の電話」の名前はその活動手段に由来しますが、今日のコミュニケーション手段は数えきれないほど

多岐にわたり、インターネット（ｅメール）相談に応じているセンターもあります。また将来、私達

が想像しえないようなコミュニケーションの方法が生まれるかもしれません。それでも「いのちの電

話」は“自殺予防”の一点でつながり続けられると考えています。

「他者に善を行うものは、微に入り、細にわたって行わなければならない」とはウィリアム・ブレ

イクの言葉です。ボランティアを行う者が、「とにかく“善意”でやっているのだから」と自身の都合

だけで行うとすれば、受ける側にとってはなはだ迷惑なことになります。善意か、仕事か、と出発

点・動機が異なっていても、行う行為が同じであれば、同じように全力でかつ細心に行わなければな

らないと思っています。

このような中で、これからの将来を考え、議論する

ことは、とても重要で、意義あることと考えます。満

30年を前に、「これからの30年」と題して、本機関紙

で皆様のご意見をいただき議論を深めていきたいと思

います。

その第１回目として、新潟いのちの電話元理事長

眞壁伍郎氏よりご寄稿いただきました。



公開講座「幸福に驚く力」を ～省エネに走る私たち～
講師　清水 眞砂子 氏（児童文学者、翻訳家、エッセイスト）

初めに清水先生から、表題について「幸福に驚く力」に「を」
を足して「幸福に驚く力を」にしたいとのご希望があった。たし
かに「を」が入ったほうが、それぞれの心の中に「幸福に驚く
力」が湧いて来てほしいとの願いが込められているような気がす
る。「を」と言う助詞が入ると入らないでは言葉に微妙な違いを
感じる。日本語ってとっても繊細。
さて本題に入ろう、現代に生きる私たちは行動・思考、今日を
生きることにまで、省エネに走っているのではないか。考えさせ
られる問題提起である。

たとえば、子育てをするとき、我が子だけは躓かないように傷つかないように、親は子供の障害物を先
に先にと取り払おうとする。清水先生は「Ｒ・サトクリフ著」の思い出の青い丘で、傷つくことも権利だ
と主人公が考えていたことを紹介された。
教育現場では、一人でいる子供を孤立させないように、先生方は声かけをするらしい。でも、子供の中
には一人でいるとき、自分の世界を見つけ出し、虫と遊んだり自然を感じたり、創造を膨らませているこ
とだってあるはずなのに、なぜ一人にさせてはいけなのか、それぞれが好き勝手をされては誰かが困ると
言うことなのか？
見て見ぬふりをすることも省エネなら、我慢をすることも省エネ、結果小さな日常の幸せを感じる感性
が失われつつある。たとえ、消費社会が一人一人の命の重さを軽くしているとしても、だからこそ、日常
の中に幸せを発見出来る人間でありたい。
手軽に簡単にという考えは私たちの生活の隅々にまで浸透しているが、人間の思考や行動までも侵され
つつあるのだろうか。
思わぬ落とし穴を見つけてしまったような講演であった。（Ｎ．Ｓ）
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第28期生認定式
3月29日（土）第28期生の認定交付式が行われ、新しく17名の方
が仲間になりました。理事長から一人一人に認定書が手渡され「こ
れから長く続けて頑張ってください」と言葉をいただきました。
記念講演では、理事である川田敏子先生が「いのちつながる」と
いう演題で、茨城にいのちの電話が設立された経緯、組織として続けて今日に至っていること、また
「今日はいやだなと思って電話を受けていませんか」気持ちを切り替えて、体調を整え健康に留意し
て下さい、とやさしくお話し下さいました。同席した私も、相談員として、これからも続けていこう
と気持ちをあらたにしました。
祝賀会では、先輩（今回は17・18・19期生）による手作りの会が準備され、来賓の皆様も交えて、
和やかな雰囲気の中、楽しい時間を過ごしました。新しく認定された皆さんからは、研修中は仲間で

支え合い、励まし合って一緒に成長し、今日の日を迎えられたと話
していました。仲間の団結力を感じました。
認定式に参加されている先輩の方の中には、「初心の気持ちをい

つまでも大切にしたい」と毎年この席に座って、新しい仲間を歓迎
していると話されていました。（Ｍ．E）
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1985年６月１日～2013年12月末現在

総受信件数
717,537件
うち当期受信件数

（2013年10月１日～2013年12月末現在）

6,091件
男 2,840件 女 3,251件

相談総件数

25,619 件
（男 11,795件・女 13,824件）

自殺を訴えた相談件数

3,050 件
（男 1,084件・女 1,966件）

人生 17.0％

思想・人権 
  0.6％ 

職業 
 6.7％ 

経済 
1.7％ 

家族 8.8％ 

夫婦 3.5％ 

教育 0.3％ 対人 
6.4％ 男女 

6.0％ 

身体 
7.3％ 

精神 
15.1％ 

情報 
0.9％ 

その他 
25.7％ 

人生 19.9％

思想・人権 
　0.5％ 

経済 
1.8％ 

夫婦 6.2％ 

教育 0.5％ 
対人 13.5％ 

男女 
5.4％ 

身体 
5.7％ 

精神 
21.1％ 

情報 0.9％ 

その他 
4.8％ 

家族 15.2％ 

職業 
 4.5％ 

平成25年 茨城いのちの電話 受信・相談状況
（2013年１月１日～2013年12月31日）

［内容別相談件数（男性）］ ［内容別相談件数（女性）］

［年代別・男女別受信件数］
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社会福祉法人 発行人　　幡谷　浩史 編集　　茨城いのちの電話広報委員会 
事務局　　〒305-8691　茨城県筑波学園郵便局私書箱60号 
ホームページ　　http://www.iid.or.jp
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茨城いのちの電話 

この広報紙は、共同募金からの配分金で作りました。 
再生紙を使用しています

〈編集後記〉
28期生の認定式に臨席し決意に満ちた表情を拝見して、清々しさを覚えると同時に、自分が初めて研修を開

始した時のことを思い返していました。今は大切な仲間となった同期生は、殆どがカウンセリングや相談業務
の経験のない普通のおじさん、おばさんでした。経験はなくても相談を必要としている人の傍らにいたいとい
う真剣な想いに触れ、胸が熱くなって、目頭がウルウルしてきたことを覚えています。
もうすぐ私たちの茨城いのちの電話は30周年を迎えます。諸先輩の熱い想いが周囲を動かし、その想いが形

になって私たちは今、受話器の前にいます。30周年を前に、私たちが新しい道を自らの手で作り出すためにも、
私たちがどこを目指しているのかを再確認したいと考え、今回は新潟いのちの電話元理事長　眞壁伍郎先生に
巻頭言をお願いしました。様々な課題を抱えている茨城いのちの電話ですが、私たちに与えられた知恵と力を
総動員して、それらを解決し、次の世代にトーチを渡していきたいと願っています。（Ｋ．Ｍ）

「人は一人ではない」

23年間のプロ野球生活は喜怒哀楽の連続で、人生とは大きな海を
漂うようなものだと言われた先人の言葉が胸に刺さります。やはり
人生の先輩は私などより多くのことを経験され、乗り切ってこられた
ことを思い知らされます。
多くのファンに囲まれての選手生活は気の抜けない日々であり、
特に応援してくれる多くの子供達には彼らの夢を裏切ってはいけな
い。笑顔を届けられる選手にならなければいけない。18歳でプロ野球
選手になった時に心に決めたことでした。それが出来たか？出来なか
ったか？未だに分かりませんが、時々、今は大人になっている当時の
子供だったファンの人が声をかけてくれます。そんな時にがんばって
良かったと思えるのです。
入団して３年間の迷いに迷った時間、終わってみると決して無駄な時

間ではなく、多くの経験をした時期と思える時間でした。そして不調に見舞われた昭和48年、苦し
みもがき何とか前に行こうとした経験は私に大きな頑張る勇気を与えてくれた。自分は何をしたい
のか？どんな事が出来るのか？日々考える時間は私を鍛えてくれひとまわり私を大きくしてくれた
と思います。人間は生まれた時から全てのことを知っている人は誰もいません。多くのことを周り
の人から教えてもらい、見せてもらい、そして少しずつ前に行けるのだと思います。
多くの指導者のみなさんにも恵まれたと思います。入団するきっかけを作ってくださった木庭
スカウト、本当に何度も何度もご迷惑をおかけしました。その度に心から叱っていただき、励まし
て頂きました。その時は何度も何度も反発してご迷惑をおかけしました。３年目に出会いをいただ
きました根本監督、この方に出会わなければプロ野球選手衣笠はあの様な素晴らしい選手生活を
送ることは出来ませんでした。20才の生意気盛りの時期に本当に長い時間をかけて、人生を語って
くださいました。ご自分の人生経験を語り、素晴らしいプロ野球選手の経験を語り、その時その
時、的確な話題を持ちながら一生懸命に話してくださる姿は今でも忘れることができません。監督
になられてチャンスをくださいました、厳しくご指導いただきました。全てが選手衣笠の血となり、
肉となりました。本当に素晴らしい出会いに感謝しかありません。

衣笠　祥雄

ム コ ラ 


